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下顎頭の先天異常や発育障害は，下顎頭の関節突起欠損，関節突起発育不全，関節突
起肥大および二重下顎頭であるが，そのうち遭遇頻度の高い，正常変異は，二重下顎頭
である．
二重下顎頭は，機能に異常はみられず，下顎頭の骨髄や下顎頭の皮質骨の状態も保た

れているのが特徴である（図1）．

図1　二重下顎頭（68歳女性）
　冠状断像にて下顎頭が二重の形態を呈している．下顎頭の骨髄信号に異常はなく，下顎頭の皮質骨は連続し
ている（矢印）．

下顎骨の加齢変化①
下顎頭09
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下顎頭は単純X線検査やパノラマX線検査等で乳歯列から混合歯列期および永久歯列
期と成長を続ける．永久歯列期以降に下顎頭の皮質骨は明瞭化される（図1）．

図1　永久歯列完成とともに下顎頭皮質骨は明瞭化してくる

乳歯萌出開始期 乳歯萌出期

永久歯列完成期 成　人
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MRI検査の依頼①
顎関節に関連する撮像法の種類・特徴05
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MRIは撮像原理として，磁場を利用し，生体内の水素の緩和現象を画像化するもので，
さまざまな撮像法が現在，使用されている．
顎関節に必要な撮像法はSpin echo法T1強調像，T2強調像，プロトン密度（PD）強

調像であり 1），骨髄内の脂肪髄の信号を抑制し，骨髄内の異常信号を描出しやすくする
脂肪抑制T2（FsT2）強調像，脂肪抑制法の一つであるSTIR像やDixon法をT2強調像
の代替または付加して使用するのも良いと考える．脂肪抑制画像は，使用する装置によ
り，脂肪抑制効果に不均一な場合があり，非脂肪抑制画像との比較が必要となることが
ある．
さらに25歳までの年齢の人には下顎頭や側頭骨に赤色髄の残存がしばしばみられる

ため 2-4），赤色髄同定のためDixon法が有用と考える 4）．顎変形症患者で下顎骨形態に左
右差がある場合，過成長側の下顎頭赤色髄は対側に比し，多く残存していることが認め
られ 5），成長のポテンシャルをみる場合に有効と考える．Dixon法は成長期の患者の治
療を行う矯正治療の際には必要な検査であるが，25歳以上の成人患者の顎関節検査の
際は必要ではないと思われる．
しかしながら，Dixon法では脂肪抑制画像がその原理の性質上可能なので，STIR法

などの他の脂肪抑制画像がパフォーマンス低下を生じている場合は脂肪抑制画像とし
て，使用することも可能である．

プロトン密度（PD）強調像（図2）

顎関節円板と関節液とのコントラストが
つきやすく，関節円板の位置を同定すると
きに適しているが，関節円板と下顎頭・側
頭骨皮質骨の信号強度に差はなく，円板が
転位していない場合や関節円板が扁平形態
の場合は円板の位置の同定が困難なことが
ある．

T１強調像（図3）

Signal/Noise比が高く，脂肪組織が高信
号になるため，正常成人側頭骨・下顎骨骨
髄内の評価をする場合に有用である．また
は関節円板の描出にはPDに比較すると関
節円板が低信号になりづらく，円板描出能
は劣る．顎関節周囲の解剖学的構造を把握
するのに利用する．

T２強調像（図4）

骨髄や関節腔内，外側翼突筋などの関節
周囲に異常が生じたときは高信号を示す．
しかしながら成人の骨髄は脂肪髄であり，
脂肪髄もT2で高信号を示すため，骨髄内
の異常の場合は，コントラストがつきにく
いことがある．したがって骨髄内病変の描
出能が劣るため，顎関節腔内や顎関節周囲
の軟組織の診断に使用する．　　　　　

Spin echo法

顎関節部基本プロトコル

撮像方向：Parasagittal
閉口位：T1，FsT2，PD
開口位：PD
赤色髄評価：Fat image，Opposed imageを含めDixon追加
必要があれば：Coronal image 追加

図1　顎関節部基本プロトコル

図2　プロトン密度強調像
（32歳女性，正常顎関節）

図3　T1強調像
（32歳女性，正常顎関節）

図4　T2強調像
（32歳女性，正常顎関節）
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画像検査報告書
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復位を伴う関節円板の前外方転位0 1
金田　 隆  Takashi Kaneda

C A S E

日本大学松戸歯学部放射線科
診断医師 金田　隆

医療機関名： 依頼医師：

検査区分：

検査部位：

依頼内容：

月岡歯科医院 月岡庸之 先生御机下
MRI
顎関節
右顎関節の痛みとクリック音にて来院されました．数年前から顎関節に違和感
がありましたが，最近になって開口時にクリック音がみられ，口も開けづらく
なったようです．ご高診のほど，宜しくお願いいたします．

フリガナ：

氏　名：
年齢：28歳
性別：女性　松
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顎関節の単純MRI

（プロトン密度強調矢状断像開閉口時および閉口時冠状断像＆閉口時矢状断 T2強調像）

（1）閉口時，矢状断より，関節円板は変形し，前方に転位しています（図 1矢印）．
冠状断像より，関節円板の外方転位も伴ってみられます（図 2矢印）．
開口時，関節円板は復位しています（図 3矢印）．
関節円板の滑走運動は比較的みられ，下顎頭も関節結節を越えています．
下顎頭に明らかな骨変形や骨髄信号異常はみられません．
上関節腔に面状の Joint e�usionが伴ってみられます（図 4矢印）．
その他，画像上にて顎関節の領域以外に明らかな病的所見はみられません．

[Impression]

（1）復位を伴う関節円板の前外方転位
Joint e�usionがやや多量であり，痛みを示唆する所見です．
臨床症状はいかがでしょうか？

図3　プロトン密度強調矢状断像（開口時） 図4　T2強調矢状断像（閉口時）

図1　プロトン密度強調矢状断像（閉口時） 図2　プロトン密度強調冠状断像（閉口時）

図1 図2 図3 図4
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医歯薬出版 ご注文承り書

顎関節の画像診断　臨床医によるMRI・CT読像の手引き� 注文コード 447460（     ）冊

●納入店ご指定希望 
              ●直送希望

● お名前

● TEL

● ご住所（〒　　　-　　　　）

※納入店のご指定の場合
手数料はかかりません．

ご指定納入店名

（   2つの方法から）お選びください．

※  直送は，注文書到着の翌営業日（土日祝日除
く）に発送します．②の請求書は（株）ネット
プロテクションズから別送します．14日以内
にお支払いください．返品は受付できません．

① 代引 450円

② 後払い 400円
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